
                                       

昭
和
四
五
年
四
月
一
日
に
原
爆
ホ
ー
ム
に
開
設
さ

れ
、
そ
の
一
五
年
後
に
三
ッ
山
の
鐘
創
刊
号
が
発
行
さ

れ
ま
し
た
。 

創
設
者
シ
ス
タ
ー
江
角
の
ご
帰
天
の
翌
年
、
ロ
ー
マ

の
教
皇
様
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
が
来
訪
さ
れ
、
被
爆

者
に
向
か
っ
て
「
皆
さ
ん
は
生
き
た
平
和
ア
ピ
ー

ル
・
・
・
皆
さ
ん
の
生
き
様
そ
の
も
の
が
生
き
た
ア
ピ

ー
ル
・
・
・
」
と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し

た
。
入
居
者
は
辛
く
悲
し
い
体
験
を
「
何
か
の
役
に
た

つ
の
な
ら
」
と
は
っ
き
り
と
し
た
意
思
を
も
っ
て
語
り

始
め
ま
し
た
。
三
ツ
山
の
鐘
の
原
点
で
は
、 

【
原
爆
ホ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
何
か
を
し
な
け
れ
ば

と
、
無
力
な
私
た
ち
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
爆
体
験
を

後
世
の
人
々
に
伝
え
、
恒
久
平
和
を
願
う
と
共
に
、
ま

ず
、
互
い
の
和
を
深
め
、
そ
れ
を
広
め
る
た
め
に
、
園
内
新

聞
の
発
刊
を
考
え
ま
し
た
。
】 

と
あ
り
、
そ
れ
か
ら
三
十
三
年
が
経
ち
、
第
八
十
号

記
念
号
と
し
て
、
創
刊
号
の
形
を
再
現
し
て
、
こ
の
二

ペ
ー
ジ
に
特
集
し
、
三
ツ
山
の
鐘
を
振
り
返
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 
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      80号 

 

発 行 日 

平成 29年 7月 

発 行 所 

恵の丘 

長崎原爆ホーム本館 

 

 

  

誌
面
は
、
モ
ノ
ク
ロ
で
ク
ラ
ブ
紹
介
が
主
で
、
農
園
・

楽
器
・
陶
器
・
手
芸
・
書
道
と
た
く
さ
ん
の
ク
ラ
ブ
が

あ
り
ま
す
。
当
時
は
、
職
員
だ
け
で
な
く
、
利
用
者
に

も
広
報
委
員
が
い
て
、
投
稿
記
事
を
募
集
し
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。 

ホ
ー
ム
は
い
ろ
ん
な
方

の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
こ
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
ご
寄
贈
で
、
利
用
者

と
い
ろ
ん
な
所
へ
出
か

け
て
行
き
ま
し
た
。 

【
い
つ
だ
っ
て
心
が
通
い

合
う
充
実
の 

ホ
ー
ム
・
ス
テ
ー
ジ
】 

 

こ
の
言
葉
の
よ
う

に
、
充
実
し
た
笑
顔

が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

平
成
元
年 

八
月
九
日
発
行 

第
十
五
号 

 

十
月
十
一
日
、
二
度

目
と
な
る
天
皇
皇

后
両
陛
下
行
幸
啓
。

「
長
崎
が
ん
ば
ら

ん
ば
国
体
」
の
開
会

式
ご
出
席
の
前
日

に
ご
訪
問
く
だ
さ

り
、
緊
張
の
中
に
も

感
動
の
時
と
な
り

ま
し
た
。 

被
爆
五
十
周
年
・
創
立
二
十
五
周
年
の
記

念
と
し
て
、
三
ツ
山
の
鐘
記
念
号
を
発
行 

戦
後
五
十
年
慰
霊
の
旅
の
最
初
の
地
、

長
崎
を
ご
訪
問
の
折
、
原
爆
ホ
ー
ム
へ

ご
訪
問
下
さ
い
ま
し
た
。 

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
発
行 

三
ツ
山
の
鐘
創
刊
号 

  

平
成
七
年
八
月
九
日 

村
山
富
市
内
閣
総
理
大
臣

来
園 

 

平
成
七
年
七
月
二
十
六
日 

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓
奉
迎 

 

【
村
山
富
市
内

閣

総

理

大

臣

は
、
被
爆
五
十

年
の
節
目
に
平

和
の
決
意
を
新

た
に
し
た
い
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し

た
。
】 

平
成
二
十
六
年
十
一
月 

第
七
十
二
号 

 

平
成
十
二
年
一
月
三
十
一
日 

第
三
十
四
号 

江
角
ヤ
ス
生
誕
百
年 

 

「おいしい空気と緑と太陽をい

っぱいあげて緑と花いっぱいの

ホームにしたいのです」 

    シスター江角の言葉 

 

【
こ
の
機
会
に
創
立
者
の
福

祉
の
心
を
思
い
起
こ
し
な
が

ら
、
現
状
を
見
つ
め
直
す
年
と

し
ま
し
た
。
】 

 

平
成
十
一
年
、
創
立
者
で

あ
る
江
角
ヤ
ス
の
生
誕
百

年
記
念
の
年
、
福
祉
法
人
合

同
で
聖
母
行
列
や
朗
読
劇

な
ど
の
記
念
行
事
を
行
い

ま
し
た
。 

題字 シスター上田 

平
成
四
年
一
月
一
日
発
行 

第
二
十
号 

「
感
謝
」
六
・
七
頁
よ
り 

「
感
謝
」
十
頁
よ
り 

記 念 号 



   

 

あ
と
が
き 

 

恵
の
丘
に
は
シ
ス
タ
ー
石
川
和
子
作
詞
・
作

曲
の
『
恵
の
丘
の
歌
』
が
あ
り
ま
す
。 

『
恵
の
丘
の
歌 

一
、
緑
も
深
く
繁
る
こ
の
森 

原
爆
の
思
い
も

新
た
な
こ
こ
恵
の
丘 

燃
え
る
町
を
こ
え
て 

舞
い
来
る
焦
げ
し
紙
片 

殉
難
告
げ
た
り 

松
の
梢
に 

二
、
世
は
移
る
と
も 

君
が
名
を
知
る 

人
々

は
世
々
に
継
ぎ
て
賛
え
ん
勲
を 

栄
光
の
御

国
よ
り 

み
そ
な
わ
せ
乙
女
ら 

か
の
日
の

犠
牲
は
こ
こ
に
花
咲
け
り
』 

こ
の
詩
の
中
に
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
言
葉

で
、
恵
の
丘
か
ら
平
和
を
発
信
す
る
深
い
意
味

を
知
る
事
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
歌
の
よ
う
に
、
三
ツ
山
の
鐘
に
も
、
被

爆
体
験
を
広
く
後
世
に
伝
え
る
平
和
活
動
と
、

互
い
の
和
を
深
め
、
開
か
れ
た
ホ
ー
ム
作
り
の

一
端
を
担
い
、
平
和
を
発
信
し
て
い
く
役
割
が

あ
り
ま
す
。 

被
爆
五
十
年
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
高
齢
化
の

影
響
で
し
ょ
う
か
、
三
ッ
山
の
鐘
の
作
成
に
参

加
し
て
い
た
利
用
者
も
そ
の
様
子
が
見
え
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

超
高
齢
化
社
会
と
言
わ
れ
る
現
在
、
ホ
ー
ム

で
も
被
爆
体
験
を
話
せ
る
方
が
少
な
く
な
り
、

体
験
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
三
ッ
山
の
鐘
は
、

恵
の
丘
の
歌
を
歌
い
継
い
で
い
く
と
共
に
、
こ

の
先
も
絶
え
る
こ
と
な
く
発
行
し
続
け
、
被
爆

体
験
を
さ
れ
た
利
用
者
の
方
々
が
い
つ
ま
で

も
安
心
し
て
、
生
き
生
き
と
過
ご
し
て
い
る
姿

を
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

原
爆
の
こ
と
を
後
世
に
伝
え
る
活
動
を
続
け
、

微
力
を
結
集
し
て
、
三
ツ
山
の
「
鐘
」
で
平
和

の
「
鐘
」
を
鳴
ら
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

    

第
三
十
五
号
掲
載 

原
爆
体
験
記
第
十
五
集 

濱
本
宮
太
氏
体
験
記
よ
り 

【
戦
争
は
無
情
で
あ
る
。
勝
つ
為
に
は

手
段
を
選
ば
な
い
。
今
、
世
界
の
核

保
有
国
が
蓄
積
し
て
い
る
核
兵
器

は
、
地
球
を
何
十
回
で
も
壊
滅
さ
せ

る
程
あ
る
と
言
う
、
恐
ろ
し
い
話
で

あ
る
。
之
を
使
う
様
な
事
態
に
な
っ

た
ら
勝
者
も
敗
者
も
な
い
。
人
が
住

め
な
い
世
界
と
な
る
の
で
あ
る
。
人
間

の
愚
か
さ
で
世
界
の
終
末
を
早
め
て

は
な
ら
な
い
。 

 

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
身
を
以
て
体

験
し
た
我
々
は
生
き
証
人
と
し
て

そ
の
恐
ろ
し
さ
、
無
残
さ
を
語
り
継

ぎ
、
絶
え
ず
平
和
の
貴
さ
を
訴
え
、

世
界
平
和
の
為
に
祈
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。
】 
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平
成
二
十
八
年
三
月 

 

第
七
十
六
号 

 

被
爆
七
十
周
年 

振
り
返
り 

 

風
船
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

四
連
覇
！ 

風
船
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
初
優
勝
！ 

平
成
十
二
年
八
月
一
日 

第
三
十
五
号 

 
 

被
爆
五
十
五
年
記
念 

原
爆
体
験
記
第
一
集 

か
ら
十
四
集
を
ま
と
め

た
第
十
五
集
を
発
刊 

 

利
用
者
の
方
々
は 

力
強
く
頑
張
っ
て 

い
ま
す
！ 

 

今
年
も
大
健
闘
し
ま

し
た
。
来
年
に
向
け
て

気
合
い
十
分
で
す
！ 

 

こ
の
年
に
被
爆
六
十
周
年
を
迎

え
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
平
和

の
道
標
」
を
建
立
。 

 

【
昏
迷
を
極
め
る
世
に
あ
っ
て

も
、
被
爆
者
の
苦
し
み
と
平
和
へ
の

切
な
る
願
い
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

唯
一
の
目
的
と
す
る
「
平
和
」
へ
と
導

か
れ
る
よ
う
に
と
の
想
い
が
込
め
ら

れ
、
平
和
の
象
徴
で
あ
る
対
の
鳩
が

永
遠
の
光
（
平
和
・
愛
）
へ
と
向
か
っ
て

羽
ば
た
く
姿
を
添
え
て
い
る
】 

 

被
爆
七
十
年
の
取
り
組
み

と
し
て
、
講
演
、
映
画
上
映
、

展
示
、
原
爆
体
験
記
「
青
空
」  

記
念
号
発
行
と
い
ろ
ん
な
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
被
爆

七
十
年
と
い
う
節
目
の
年
に

改
め
て
、
原
爆
に
つ
い
て
考

え
、
平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
ま

し
た
。 

平
成
二
十
九
年
三
月 

 

第
七
十
九
号 

創
刊
号
か
ら 

早
や
三
十
三
年
経
過 

今
も
利
用
者
の 

笑

顔

を

大

切

に
・
・ 

平
成
十
八
年 

三
月
三
十
一
日 

第
四
十
六
号 

 

平
成
二
十
三
年
三
月 

 

第
六
十
一
号 

ホ
ー
ム
創
設
四
十
周
年 

 

こ
の
年
、
三
月

十
一
日
、
東
日

本
大
震
災
が
起

き
、
募
金
を
呼

び
か
け
、
利
用

者
の
想
い
を
形

に
と
日
本
団
結

地
図
を
作
成
。 

利
用
者
、
職
員
と
い
っ
し
ょ
に
四
十
年
を
振
り

返
り
、
五
十
周
年
に
向
け
て
歩
み
出
し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
二
年
十
一
月 

 
 

 
 

 
 

第
六
十
号 

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日 

 

第
四
十
二
号 

平
成
二
十
三
年
七
月 

第
六
十
二
号 


